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産 業 環 境 委 員 会 報 告 事 項 
   

   令和３年１月２０日 

件   名  環境基本計画中間見直し等の検討状況について 

所管部課名 環境部環境政策課  

内   容 

現在、環境審議会に諮問し、環境基本計画の見直し及び地域気候変動適応

計画、食品ロス削減計画の策定を進めている。令和２年度第４回環境審議会

における審議状況等について、以下のとおり概要を報告する。 

 

１ 日時・場所・出席委員数 

  ・ 令和３年１月７日（木）１５時から１７時 

  ・ 区役所８階特別会議室 

  ・ １５名の委員のうち１４名出席（オンライン９名、会場５名） 

   

２ 審議事項 

（１）環境基本計画の体系（案）について（別紙１） 

（２）食品ロスの発生量推計及び目標設定の考え方について（別紙２） 

（３）夏の気温の将来予測について（別紙３） 

 

３ 主な意見・質問等 

・ 環境基本計画の柱４が生物多様性地域戦略を兼ねていることを明確 

に示すため、施策群に生物多様性という表現が含まれるとよい 

・ 事業系食品ロス量の推計が難しく、全国の数字から推計することは 

理解するが、区内の事業者の削減努力が把握できる指標も必要 

・ 食品ロス削減目標は、家庭だけでなく事業系も含めて設定すべき   

４ 次回開催予定 

  令和３年３月２６日（金）１５時から 

 

問 題 点 

今後の方針 

今回の審議会でいただいたご意見等を整理し、引き続き環境審議会で議論

を深め、来年度の策定を目指す。 

 

２ 



３ 

 

件   名 環境基本計画の体系（案）について 

 環境基本計画の体系について、施策群を見直し、新たに環境基本計画に兼

ねる計画等を整理した。現行計画との対比及び見直しの理由等は４～６ペー

ジのとおり。 

今後、施策群ごとの目標や指標を整理していく。 

１ 見直しをした施策群 

（１）柱１ 地球温暖化・エネルギー対策 

   １－２ 低炭素なエネルギーの利用拡大 

   １－３ ＣＯ２吸収量の増大と気候変動の影響への適応 

（２）柱２ 循環型社会の構築 

   ２－１ 廃棄物減量の推進 

   ２－２ 持続可能な資源利用への転換 

   ２－３ 廃棄物の適正処理 

（３）柱４ 自然環境・生物多様性の保全 

   ４－１ 自然や生物とふれあう機会の提供 

   ４－２ 生物多様性への理解と取組みの推進 

   ４－３ 多様な生物が暮らす自然環境の保全と創出 

（４）柱５ 学びと行動のしくみづくり 

   ５－１ 環境情報の発信と環境意識の向上 

   ５－２ 環境学習の推進と人材育成 

２ 新たに環境基本計画に兼ねる計画等  

（１）気候変動適応法に基づく（仮）足立区における気候変動の影響に備え

る計画 

（２）食品ロス削減推進法に基づく（仮）足立区食品ロス削減計画 

（３）（仮）足立区プラスチックごみ削減方針  

   

  

別紙１ 



４ 

 

   

現行計画の施策群 見直し案の施策群 見直しの理由等 

柱 1 地球温暖化・エネルギー対策 

1-1 エネルギーの効率的な

利用 

1-1 エネルギーの効率的な

利用 

（変更なし） 

1-2 低炭素なエネルギーの

利用拡大 

1-2 再生可能エネルギーの

利用拡大 

脱炭素に向け、発電時に二

酸化炭素を排出しない再生

可能エネルギーの拡大を明

確化するため 

1-3 ＣＯ２吸収量の増大と

気候変動の影響への適

応 

1-3 二酸化炭素吸収量を増

やす取組みの推進 

旧 1-3 から二酸化炭素削減

につながる分を分離 

1-4 気候変動による被害の

回避・軽減 

旧 1-3 から気候変動の影響

への備えについて分離 

※ 柱１を地球温暖化対策

推進法に基づく足立区

地球温暖化対策実行計

画に位置付け 

※ 1-1、1-2、1-3 を地球温

暖化対策推進法に基づ

く足立区地球温暖化対

策実行計画に位置付け 

柱１のうち、二酸化炭素削

減につながる施策群を足立

区地球温暖化対策実行計画

に位置付け 

※ 1-4 を気候変動適応法に

基づく（仮）足立区にお

ける気候変動の影響に

備える計画に位置付け 

気候変動適応法が制定さ

れ、新たに気候変動の影響

に備える計画の策定が努力

義務となったため 
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現行計画の施策群 見直し案の施策群 見直しの理由等 

柱２ 循環型社会の構築 

2-1 廃棄物減量の推進 2-1 リデュースとリユース

の推進 

柱 2を廃棄物の流れに沿っ

て整理した。2-１は廃棄前

の段階として、なるべくご

みを出さないことを施策群

とした。 

2-2 持続可能な資源利用へ

の転換 

2-2 廃棄物の適正な排出と

処理 

2-2 は廃棄時の段階として、

適正に排出することと、廃

棄物を効率的に処理するこ

とを施策群とした。 

2-3 廃棄物の適正処理 2-3 持続可能な資源利用へ

の転換 

2-3 は収集後の段階として、

収集した廃棄物をなるべく

資源化することを施策群と

した。 

 ※ 柱２のうち、食品の廃

棄に関することは食品

ロス削減推進法に基づ

く（仮）足立区食品ロ

ス削減計画に位置付け 

食品ロス削減推進法が制定

され、計画策定が努力義務

となったため 

 ※ 柱２のうち、使い捨て

プラスチックに関する

ことは（仮）足立区プ

ラスチックごみ削減方

針に位置付け 

プラスチックごみ問題が世

界的な課題となっている

中、区としての削減の方針

を定めるため 

柱３ 安全・安心で快適なくらしの確保  

3-1 生活環境の保全と公害

対策の推進 

3-1 生活環境の保全と公害

対策の推進 

（変更なし） 

3-2 快適で美しいまちづく

り 

3-2 快適で美しいまちづく

り 

（変更なし） 
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現行計画の施策群 見直し案の施策群 見直しの理由等 

柱４ 自然環境・生物多様性の保全 

4-1 自然や生物とふれあう

機会の提供 

4-1 自然や生物に対する理

解の促進 

ふれあいの機会を提供する

中で生物多様性の理解促進

を図る方が望ましいため、

施策群を統合した 

4-2 生物多様性への理解と

取組みの推進 

4-3 多様な生物が暮らす自

然環境の保全と創出 

4-2 自然環境の保全と創出 「多様な生物が暮らす」は

具体的に把握することが難

しいため削除した 

※ 柱４を生物多様性基本法

に基づく、足立区生物多

様性地域戦略に位置付け 

※ 柱４を生物多様性基本法

に基づく、足立区生物多

様性地域戦略に位置付け 

（変更なし） 

柱５ 学びと行動のしくみづくり 

5-1 環境情報の発信と環境

意識の向上 

5-1 環境意識の向上と行動

する人材の育成 

情報発信と環境学習を通じ

て環境意識を向上させるこ

とが望ましいため、施策群

を統合した 

5-2 環境学習の推進と人材

育成 

5-3 環境保全活動の拡大  5-2 環境保全活動の拡大  （変更なし） 

※ 柱５を環境教育等促進法

に基づく、足立区環境教

育等行動計画に位置付け 

※ 柱５を環境教育等促進法

に基づく、足立区環境教

育等行動計画に位置付け 

（変更なし） 
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件   名 食品ロスの発生量推計及び目標設定の考え方について 

 
 食品ロス発生量の推計方法を整理したので、以下のとおり示す。 

１ 日本の食品ロスの状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：農林水産省食料産業局「食品ロス及びリサイクルをめぐる情勢」 

 

２ 食品ロス量の推計方法 

（１）家庭系食品ロス量の推計方法 

   燃やすごみの量に区組成調査の食品ロス（直接廃棄および食べ残しの量）

の割合を乗じて推計する。 

ごみ量（１２６，１７０ｔ）×食品ロス割合（６．２％）≒７，８２２ｔ 

（２０１９年度推計） 

（２）事業系食品ロス量の推計方法 

Ａ案 国が公表する食品ロス量を用いて、推計する方法 

   国の食品ロス量 × 区内食品関連事業所の従業員数の対全国比 

Ｂ案 足立区のごみ量を用いて、推計する方法 

   燃やすごみ（区算出） × 食品ロスの組成割合 

Ｃ案 事業者に対し、独自に調査を実施する方法 

事業者より食品ロス量または割合のアンケートを行う。 

区内全体の事業系食品ロスを把握するにあたり、調査の精度やコスト、実

現性の観点から３案を評価した（表１）。 

 

 

  

別紙２ 
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  表１ ３案の評価    

 Ａ案 Ｂ案 Ｃ案 

調査の精度 △ △ △ 

コスト ○ × × 

実現性 ○ △ × 

 表２ 推計方法の比較  

Ａ案 国の食品ロス等を用いる  

   国の食品ロス量 × 区内食品関連事業所の従業員数の対全国比 

評価 精度に課題があるが、定期的に集計を行うことが可能。 

課題 ・ 毎年、国の食品ロス量は２年遅れ（※１）で発表される。 

・ 経済センサス調査は２～３年毎に行われる（※２）た

め、足立区の按分となる事業規模は毎年更新されない。 

・ 推計した食品ロス量に足立区の事業者規模を掛け合わ

せた数値となり、精度に課題がある。 

Ｂ案 足立区のごみ量を用いる  

   燃やすごみ（区算出） × 食品ロスの組成割合 

評価 区全体の食品ロス量が把握できない。また、調査するために

新たなコストがかかる。 

課題 ・ 区の産業廃棄物量の特定が困難であるため、区全体の

食品ロス量を把握することができない。 

・ 事業者による持ち込みごみ等の組成調査を新たに行う

必要があり、費用、時間がかかる。 

Ｃ案 事業者に対する調査  

   アンケート等による食品ロス量または割合等の調査 

評価 調査に際して事業者の十分な理解と協力を得ることが不可

欠であり、実現性や調査の精度に課題がある。 

課題 ・ 調査にあたり、事業者と定義や算出方法等の共通認識

を持ち、正確な数字を得ることは難しい。 

・ 定期的な調査を行うことは、事業者にとって負担とな

り協力を得ることが困難である。 

  ※１ 今年度、2017 年度（平成 29 年度）の実績が発表された。 

  ※２ 経済センサス基礎調査（2009 年、2014 年、2019 年）と、活動調査（2012

年、2016 年、2021 年予定）は交互に実施されている。 

 表１、２を勘案し、Ａ案により事業系食品ロスの推計を行いたい。 
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（３）足立区の事業系食品ロス量の推計 

   国の食品ロス量（２０１７年度）をもとに事業系食品ロス量を推計した。 

 表３ 全国の従業者数をもとにした足立区の食品ロス量（推計） 

産業中分類（食品関連） 
全国 足立区 

従業者数 食品ロス量 従業者数 食品ロス量 

食品製造業数 1,291,141 121 万 t 2,630 2,465ｔ 

飲食料品卸売業 788,766 16 万 t 4,340 880ｔ 

飲食料品小売業 3,100,252 64 万 t 14,511 2,996ｔ 

飲食店 4,120,279 127 万 t 19,361 5,968ｔ 

合計 9,300,438 328 万 t 40,842 12,308ｔ 

   ※ 足立区は小規模事業所が多いため、規模を示す従業員数で算出する。 

   ※ 端数処理のため、合計が一致しない場合がある。 

   ※ 従業員数は経済センサス活動調査(2016 年 6月 1日時点)による。 

３ 食品ロス削減目標の設定について 

  足立区内の食品ロス量について、家庭系は７，８２２ｔ（２０１９年度）、

事業系は、１２，３０８ｔ（２０１７年度）と推計されるが、国や東京都の目

標設定等を踏まえ、区の目標設定の考え方は以下のとおりである。 

（１）国および東京都の食品ロス削減目標 

   ２０３０年度に２０００年度比で半減する。 

（２）足立区基本計画の指標 

家庭系の燃やすごみに含まれる未利用食品の割合を２０２４年度に２.

７６％に減らす こととした。この数値は、２０１４年の未利用食品の割合

(３．５％)を基準とし、国や都と同様に２０３０年までに半減することを想

定し、２０２４年の目標値を設定した。 

（３）他自治体では、目標設定について、以下のとおり検討中である。 

表４ 他自治体の目標設定例 

長崎県 2025 年度までに 2019 年度比で、家庭系及び事業系一般廃棄物

の食品ロスを 1 人 1 日当たり 10％削減、産業廃棄物の食品ロ

スを国の削減計画に準じ 8％削減を目指す。 

（長崎県食品ロス削減推進計画 検討案） 

文京区 家庭から排出された区民1人1日当たりの食品ロスの量を2019

年度比で 2025 年度までに 10％、2030 年度までに 20％削減し、

事業系食品ロスも、国や都と協力し、同程度の削減を目指す。

（文京区食品ロス削減推進計画 検討案） 

台東区 家庭から排出された区民1人1日当たりの食品ロスの量を2019

年度比で 2030 年度までに半減を目指す。 

（台東区一般廃棄物処理基本計画 検討案） 
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件   名 夏の気温の将来予測について 

  前回の環境審議会で足立区周辺の雨量の将来予測を報告した。今回は、夏の気

温予測結果がまとまったので、その概要を報告する。 

１ 予測の方法 

 文部科学省の気候変動リスク情報創生プログラムにより作成された「地球

温暖化対策に資するアンサンブル気候予測データベース」を用いて、２℃昇

温、４℃昇温のケースを予測した。 

２ 夏の気温の予測 

（１）予測結果 

   足立区周辺と東京アメダスに大きな差異はなかった。 

（２）最高気温が４０℃以上になる日の日数 

   ２℃昇温のケースでは年間０.１日、４℃昇温のケースでは年間１.３日

最高気温が４０℃以上になる可能性が示された。 

（３）真夏日（日最高気温が３０℃以上）の日数 

   年間の真夏日日数は、現状に比べ、２℃昇温の場合は約１.４倍、４℃昇

温の場合は約２倍となる。４℃昇温のケースでは、４月、１１月にも真夏日

になる可能性が示された。 

 現状平年値 2020 年実績 ２℃昇温 ４℃昇温 

４月 記録なし 記録なし 0.0 日 0.6 日 

５月 0.3 日 記録なし 1.1 日 4.6 日 

６月 2.5 日 7 日 5.5 日 12.0 日 

７月 14.7 日 7 日 19.0 日 24.2 日 

８月 21.6 日 30 日 25.5 日 29.0 日 

９月 7.0 日 10 日 11.9 日 19.4 日 

１０月 0.1 日 記録なし 0.5 日 3.4 日 

１１月 記録なし 記録なし 0.0 日 0.1 日 

年間計 46.1 日 54 日 63.6 日 93.3 日 

   端数処理のため、合計が一致しない場合がある。 

 

 

 

 

別紙３ 
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（４）猛暑日（日最高気温が３５℃以上）の日数 

   年間の猛暑日日数は、現状に比べ、２℃昇温の場合は約５倍、４℃昇温の 

場合は約１６.２倍となる。４℃昇温のケースでは、５月、１０月にも猛暑

日になる可能性が示された。 

 現状平年値 2020 年実績 ２℃昇温 ４℃昇温 

５月 記録なし 記録なし 0.0 日 0.1 日 

６月 記録なし 記録なし 0.2 日 1.1 日 

７月 0.6 日 記録なし 3.5 日 11.1 日 

８月 1.4 日 11 日 6.7 日 18.2 日 

９月 0.2 日 1 日 1.0 日 5.0 日 

１０月 記録なし 記録なし 0.0 日 0.1 日 

年間計 2.2 日 12 日 11.4 日 35.6 日 

   

（５）熱帯夜（日最低気温が２５℃以上）の日数 

   年間の熱帯夜日数は、現状に比べ、２℃昇温の場合は約２.２倍、４℃昇 

温の場合は約３.６倍となる。４℃昇温のケースでは、５月、１０月にも猛 

暑日になる可能性が示された。 

 現状平年値 2020 年実績 ２℃昇温 ４℃昇温 

５月 記録なし 記録なし 0.0 日 0.2 日 

６月 0.2 日 記録なし 1.4 日 5.0 日 

７月 6.4 日 1 日 14.1 日 22.2 日 

８月 11.8 日 19 日 22.2 日 29.1 日 

９月 2.1 日 7 日 6.6 日 16.9 日 

１０月 記録なし 記録なし 0.0 日 1.0 日 

年間計 20.6 日 27 日 44.3 日 74.4 日 
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産 業 環 境 委 員 会 報 告 事 項 
   

令和３年１月２０日 

件   名 「おもしろＳＤＧｓフェア」の開催について 

所管部課名 環境部環境政策課、一般財団法人足立区観光交流協会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

内   容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 株式会社丸井の協力を得て、ＳＤＧｓの理解促進を図るためのイベントを

実施する。地元の企業や子どもに人気の教材シリーズ「うんこドリル」のキ

ャラクター「うんこ先生」とのコラボ、体験型ワークショップ、友好都市の

物産展等バラエティ豊かなブースで多くの人々の興味を惹きつける。 

 

１ 日時 

  令和３年２月１９日（金）午後 ５時から午後８時まで 

        ２０日（土）午前１０時から午後８時まで 

        ２１日（日）午前１０時から午後４時まで 

 

２ 場所 

  クイズラリー ：北千住マルイ１階店頭及びマルイ店内 

物販・展示  ：北千住マルイ１階店頭 

  ワークショップ：北千住マルイ８階千住みんなの広場 

   

３ 出展予定一覧 

分類 ブース名 実施日 

ラリー うんこドリルクイズラリー（※） ２０日・２１日 

 友好都市ＰＲ物産展 １９日～２１日 

物販 焼き菓子販売（※） ２０日・２１日 

 区内ＳＤＧｓ製品展 １９日～２１日 

展示 
人と環境にやさしいサービス １９日～２１日 

ロスフラワー装飾 １９日～２１日 

ワーク 

ショップ 
ワークショップ（事前申込） ２０日・２１日 

※ ２０日は午後４時で終了 

 

 

 

問 題 点 

今後の方針 

 １月２５日号あだち広報、大型ビジョン広告、ホームページ、ＳＮＳ、チ

ラシ、ポスター掲示にて周知を行う。 
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産 業 環 境 委 員 会 報 告 資 料 
   

                    令和３年１月２０日 

件   名 足立区ごみ出しアプリの機能の一部停止について 

所管部課名 環境部ごみ減量推進課 

内   容 

 

 

 

 

１ ごみ出しアプリの機能の一部停止 

  iPhone 端末用の iOS 版と Android 端末用の AndroidOS 版のうち、iOS

版のごみ収集日等のプッシュ通知（お知らせ）機能を、令和３年４月１

日より停止する。 

主な機能 
iOS版 AndroidOS版 

現行 R3/4/1～ 現行 R3/4/1～ 

プッシュ通知機能 〇 ×停止 〇 〇 

ごみの分け方・ 

出し方検索機能 
〇 〇 〇 〇 

粗大ごみ申込機能 〇 〇 〇 〇 

その他の機能 〇 〇 〇 〇 

※ プッシュ通知機能で発信している内容 

・ 登録した地域のごみ収集日を前日または当日にお知らせ 

・ 台風や雪などの影響による収集予定を臨時にお知らせ 

 

２ 経緯 

足立区ごみ出しアプリは、導入から７年が経過し、システム保守やコ

ストに課題があることから、令和３年度中に主な機能を足立区公式LINE

に組み込む方向で検討している。 

そうした中、今般、iPhone用のプッシュ通知に関する基本ソフトの変

更が発表され、プッシュ通知機能の継続に必要なサーバーの改修には、

多額の経費（見積額：１５０万４８００円）を要することが判明した。 

そこで急遽、改修の要否を検討した結果、活用予定期間の短さから費

用対効果が乏しいとの判断に至ったため、やむを得ず、ごみ出しアプリ

の一部機能を停止する。 

 ＜参考データ＞ （令和３年１月５日時点） 

 iOS版 AndroidOS版 合計 

ダウンロード件数 約18,400 約12,000 約30,400 

プッシュ通知登録件数 内訳不明 2,676 
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３ 利用者への案内と対応 

（１）プッシュ通知サービスの利用者に対して、機能の一部停止について

プッシュ通知で予告をするとともにお詫びの連絡を行う。 

（２）プッシュ通知が停止した後も、アプリで直近の収集日を確認できる

ことを周知するほか、アプリ内で見ることができるごみ出しカレンダ

ーを案内するなど丁寧な説明を行っていく。 

（３）あだち広報や区ホームページ、フェイスブック・ツイッター等によ

り周知する。 

問 題 点 

今後の方針 

足立区公式 LINE への機能追加に向けて、報道広報課と連携して準備を進

めていく。 
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